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奨
学
金
問
題
対

策
全
国
会
議
共
同

代
表
・
中
京
大
学

教
授
の
大
内
裕
和

氏
の
講
演
を
聴
い

た
。
▼
近
年
、
奨
学
金
問
題
が
社

会
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
奨
学

金
を
め
ぐ
る
状
況
が
大
き
く
変
化

し
た
。
▼
第
一
の
変
化
は
ʼ98
年
当

時
、奨
学
金
を
借
り
て
い
る
大
学
生

の
比
率
は
、
23
・
９
％
だ
っ
た
が
、

ʼ10
年
に
は
50
・
７
％
へ
急
上
昇
し

た
。
急
増
の
背
景
に
は
親
の
年
収

減
が
最
も
影
響
し
て
い
る
。
▼
第

二
の
変
化
は
、奨
学
金
制
度
の
改
悪

で
あ
る
。
当
初
は
、奨
学
金
の
８
割

が
無
利
子
で
あ
っ
た
が
、有
利
子
中

心
の
制
度
に
改
悪
さ
れ
た
。
▼
第

三
の
変
化
は
、就
職
状
況
の
悪
化
に

よ
る
奨
学
金
返
済
の
困
難
で
あ
る
。

バ
ブ
ル
期
に
は
約
９
割
台
だ
っ
た

大
卒
の
就
職
率
も
最
近
で
は
６
割

台
に
低
下
し
、そ
の
後
も
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
正
規
就
職
が

決
ま
っ
た
と
し
て
も
低
賃
金
の
「
名

ば
か
り
正
規
」、奨
学
金
を
返
済
す

る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
▼
返
還

滞
納
者
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
一
万

件
を
超
え
た
。
未
返
還
額
は
８
７

６
億
円
に
達
し
て
い
る
。
学
び
を

提
供
す
る
は
ず
の
奨
学
金
が
人
生

を
苦
し
め
る
も
の
へ
と
変
質
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
は
…
。

九
州
労
働
金
庫
通
常
総
会
を
終
え
る

川
野
理
事
長
（
鹿
児
島
）
一
期
２
年
目
へ
　

第15回
　
２
０
１
５
年
度
は
、第
５
期
中
期
経
営
計
画
（
２
０
１
５
年
度
～
２
０

１
７
年
度
）
の
初
年
度
と
な
り
、取
り
組
み
開
始
に
あ
た
っ
て
の
重
要
な

年
度
と
な
り
ま
す
。

　「
原
点
に
立
ち
返
っ
た
ろ
う
き
ん
運
動
の
推
進
」と「
収
益
体
質
の
改
善
」

の
２
つ
の
重
点
施
策
に
基
づ
き
具
体
的
内
容
を
設
定
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
ま
す
。
営
業
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
『
～
「
き
っ
と
」「
も
っ
と
」「
ず
っ

と
」
お
役
に
立
て
る
≪
ろ
う
き
ん
≫
へ
～
』
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
６
月
24
日
、
福
岡

市
の
「
ア
ク
ロ
ス
福
岡
」
に
お
い
て
、

九
州
各
県
の
臨
時
代
議
員
・
運
営

委
員
・
推
進
機
構
の
代
表
者
・
関

係
者
ら
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、

「
第
15
回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
、
山
之
内
常
務
理
事

の
開
会
挨
拶
に
続
き
、江
口
理
事
と

森
迫
理
事
が
議
長
団
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
川
野
理
事
長
が
、

「
２
０
１
４
年
度
は
３
つ
の
重
点
施

策
『
ア
ー
ル
・
ワ
ン
シ
ス
テ
ム
の
安

定
稼
動
と
効
果
発
揮
』『
原
点
に
立

ち
返
っ
た
労
金
運
動
の
推
進
』『
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
展
開
』

を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
で
一
定
の
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

残
高
通
知
書
の
自
宅
郵
送
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
無
事
終
了
で
き
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
も
、
労
働
者
を
め
ぐ
る
環
境
が

厳
し
さ
を
増
す
中
、
会
員
・
労
働

金
庫
が
一
体
と
な
っ
て
労
金
運
動
を

推
進
す
る
意
義
を
改
め
て
問
い
直

し
、働
く
す
べ
て
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、最
も
身
近
で
信
頼
さ
れ
る
金
融

機
関
を
目
指
し
ま
す
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、議
案
の
提
案
・

審
議
を
行
い
、す
べ
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。
今
回
、役

員
の
一
部
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

挨拶をする川野理事長

２
０
１
５
年
度 

九
州
労
働
金
庫
役
員

役
　
　
職

氏
　
　
名

出
身
県

備
考

理 

事 

長

川
野
　
和
幸

鹿
児
島

専
務
理
事

宗
安
　
勝
敏

大
　
分

〃

田
中
　
和
弘

長
　
崎

常
務
理
事

片
山
　
鉄
郎

宮
　
崎

〃

吉
本
　
壽
代

熊
　
本

常
勤
監
事

牟
田
　
正
則

常
務
理
事

山
城
　
正
一

福
　
岡

〃

武
重
信
一
郎

佐
　
賀

〃

森
田
　
孝
徳

長
　
崎

〃

手
嶋
　
一
弘

熊
　
本

〃

髙
橋
　
和
善

大
　
分

〃

新
田
幸
一
郎

宮
　
崎

新
任

〃

東
　
　
幸
也

鹿
児
島

理
　
事

西
村
　
芳
樹

福
　
岡

〃

梶
原
　
正
実

福
　
岡

〃

青
栁
　
　
直

佐
　
賀

〃

原
口
　
郁
哉

佐
　
賀

〃

江
口
　
茂
広

長
　
崎

〃

上
田
　
洋
一

長
　
崎

〃

古
庄
　
栄
次

熊
　
本

〃

今
村
　
賢
治

熊
　
本

〃

森
迫
　
信
夫

大
　
分

〃

横
山
　
俊
展

大
　
分

〃

下
原
　
政
広

宮
　
崎

〃

寺
前
　
　
学

宮
　
崎

〃

猪
鹿
月
弘
行

鹿
児
島

〃

下
馬
場
　
学

鹿
児
島

〃

出
水
　
　
薫

監
　
事

岩
永
　
康
志

福
　
岡

〃

野
中
　
和
納

佐
　
賀

〃

千
々
岩
宗
徳

熊
　
本

〃

谷
口
　
保
徳

宮
　
崎

新
任

第15回通常総会の様子
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2
0
1

5

年
度
は
６
名
の
方
を
表
彰
い
た
し
ま
し

た
。 ２

０
１
５ 

会
員
推
進
機
構
永
年
功
労
賞

２
０
１
５
年
度
は
６
名
の
方
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　想えば、「よく長く組合の役員をやってきた
なぁー」と。これもひとえに周りの仲間たち、そし
て職場の同僚や労金の歴代職員に感謝を申し上
げます。支店の運営委員を２年半、そして推進委
員長を平成20年から今年度まで、合わせて10年半
ほどの期間、各単産や共済会等の皆様、ご協力を
頂きありがとうございました。今後の勤労者を取
り巻く環境は、人口減少や少子高齢化の進展など
大変厳しい状況ではないでしょうか。今こそ、な
お一層、支店職員と会員一同が共に携わり、「きっ
と」「もっと」「ずっと」お役に立てる「ろうきん」
を目指し、原点に立ち返った労金運動の推進を共
にがんばりましょう。

大島支店推進委員会
　委員長　濵崎　哲孝 様

　日頃から出張が多く、なかなか推進委員会に出
席できない私が永年功労賞の表彰を受けるとは
思ってもおりませんでした。私たち労働者にとっ
て労働金庫は足を運ぶことなく職場で相談できる
便利で有り難い金融機関です。今後とも労働金庫
推進運動の一助となるべく頑張っていきたいと思
います。

鹿児島支店鹿児島地域推進委員会
　推進委員　嶋田　宏二 様

（鹿児島県民総合保健センター
  労働組合　執行委員長）

　青年・女性推進委員とともに、これからも地域
の労金運動の活性化に頑張ります。

鹿児島支店指宿地域推進委員会
　事務局長　高田　博憲 様

　高山CHOYAソーイング労働組合の満永と申し
ます。このたび、会員推進機構の永年功労の表彰
を頂き、まことに有難うございます。2004年に鹿屋
支店の推進委員会の委員に選出されて以来、微力
ではありましたが、10年間務めてまいりました。組
合員のご協力ならびに、関係団体のご指導・ご協
力のもと、無事に任務を終えることができました。
皆様の長年のご協力にあらためて感謝申し上げま
す。有難うございました。今後ともよろしくお願
いします。

鹿屋支店推進委員会
　前副委員長　満永　正二 様

　16年前、単組書記長就任に伴い幹事を９年間、
その後推進委員長を７年間、微力ながら務めてき
ました。前大園委員長から、会員拡大を命題とし
て引き継ぎましたが、成果をあげられず、大変申
し訳なく感じています。労働組合への結束が弱
まる中、苦労もありましたが、加世田支店として
主催したボーリング大会・みかん狩りなどは楽し
い思い出として心に残っています。今後は、一会
員として、労金運動の発展に少しでも貢献したい
と考えています。長い間、本当に有難うございま
した。

加世田支店枕崎地域推進委員会
　前委員長　田中　義文 様

　７年前に、何も分からないまま支店の労金推
進委員長になりました。昔は、労働者に対して
は民間の銀行は融資などしてもくれず、生活に
困窮しており、共助・共済の組織づくりのな
かで労働金庫ができたと、先輩方々から話を聞
いていたぐらいの労組の単なる組合員でした。
この間、南九州の地銀の攻勢や経営統合のな
か、霧島支店への移転や次世代システムへの移
行が思い出に残っています。４月から現場に
戻りましたので、一人の労働者として労金の利
用、そして広報の一助ができればと思います。

霧島支店推進委員会
　委員長　片野坂　重浩 様

(旧)鹿児島県労働金庫 創立60周年記念講演会
ご 案 内

テーマ
「明治維新と産業革命」
　講師　原口　泉　氏
　　(鹿児島県立図書館館長、
　　　　　　　　志學館大学学長)

日時：平成27年９月５日（土）
　　　　　　９時30分受付　10時～11時30分
会場：鹿児島市民文化ホール　市民ホール
　　　　　　鹿児島市与次郎２丁目３番１号
対象：鹿児島県本部の会員・家族
　　　先着200名様　(入場無料)

　お申し込みは、鹿児島県本部業務推進課に電話、FAX
　　　　　　　　　　　またはメールでお申し込みください。

TEL.099-225-2217　　FAX.099-224-5319
　　　　 メールアドレス　kag_honbu@kyusyu‐rokin.jp

申し込み締め切りは８月28日（金）とさせていただきます。

イベント情報
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各
地
区
で
推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

■
鹿
児
島
支
店
推
進
委
員
会

　
２
０
１
５
年
度
、
鹿
児
島
支
店

推
進
委
員
会
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
ご
と
に
５
月
26
日
に
指
宿
地
域

推
進
委
員
会
、５
月
28
日
に
日
置

地
域
推
進
委
員
会
、６
月
２
日
に
鹿

児
島
支
店
推
進
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
、第
15
回
九
州

労
金
通
常
総
会
に
向
け
た
「
店
全

体
会
議
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
推
進
委
員
会
お
よ

び
店
全
体
会
議
で
提
案
さ
れ
た
全

議
題
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、会
員
と

ろ
う
き
ん
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
会
議
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
き

各
会
員
・
ろ
う
き
ん
職
員
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
各
地
域
の
参
加
者
数
は
、
以
下

の
通
り
。

■
大
島
支
店
推
進
委
員
会

　
第
１
回
大
島
支
店
推
進
委
員
会

お
よ
び
店
全
体
会
議
を
６
月
12
日
、

奄
美
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。
議
長
に
県
職
労
大
島

支
部
の
杉
本
英
俊
氏
を
選
出
し
、２

０
１
４
年
度
事
業
報
告
、２
０
１
５

年
度
事
業
計
画
、２
０
１
５
年
度
九

州
推
進
会
議
、各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

新
型
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
の
取
り
扱
い

開
始
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
提
案

が
な
さ
れ
、全
議
題
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
会
員
推
進
機
構
永
年
功

労
賞
を
受
賞
さ
れ
た
推
進
委
員
長

の
濵
崎
哲
孝
氏
と
、
第
６
回
組
合

広
報
宣
伝
コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作
に

佳作に入賞された奄美市職労

指
宿
地
域
→
８
会
員
９
名

日
置
地
域
→
７
会
員
８
名

鹿
児
島
支
店
→
26
会
員
36
名
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
奄
美
市
職
員
労
働
組

合
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開

か
れ
、
各
会
員
・
職
員
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲
鹿
児
島
支
店

推
進
委
員
会

◀日置地域推進委員会

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

▲ 指宿地域推進委員会
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２
０
１
５
年
度
　
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
推
進
会
議

開催報告
　
２
０
１
５
年
度
全
労
済
鹿
児
島
県

本
部
推
進
会
議
を
２
０
１
５
年
６
月

８
日
（
月
）
に
全
労
済
鹿
児
島
県
本

部
４
階
大
会
議
室
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
下
町
議
長
の
進
行
の
も

と
、｢『Zetw

ork-

60
』
２
０
１
５
年
度

の
主
な
取
り
組
み
課
題
≪
組
合
員
討

議
案
≫｣

｢

２
０
１
４
年
度 

西
日
本

事
業
本
部
活
動
計
画
≪
組
合
員
討
議

案
≫｣

｢

２
０
１
５
年
度 

全
労
済
鹿

児
島
県
本
部
活
動
計
画 

（
案
）｣

等
に

つ
い
て
討
議
い
た
だ
き
、地
域
推
進
委

員
会
に
向
け
て
計
画
の
確
立
と
補
強

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
５
年
度
の
活
動
の
展
開
に
向

け
て
地
域
推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
各
地
域
に
お

け
る｢

労
済
運
動
の
発
展｣

に
向
け
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
労
済
生
協
第
60
回
通
常
総

代
会
な
ら
び
に
第
6
回
全
労
済
鹿
児
島

県
本
部
代
表
者
会
議
を
左
記
の
と
お

り
、
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
議
題
】

⑴｢

『Zetw
ork-

60
』
２
０
１
５
年
度
の

　

主
な
取
り
組
み
課
題
≪
組
合
員
討
議
案
≫｣

⑵「
２
０
１
５
年
度 

西
日
本
事
業
本
部
活
動

　

計
画
≪
組
合
員
討
議
案
≫
」

⑶「
２
０
１
４
年
度 

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

　

活
動
計
画　

経
過
報
告
（
案
）｣

⑷「
２
０
１
５
年
度 

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

　

活
動
計
画
（
案
）」

⑸
地
域
推
進
委
員
会
の
運
営
お
よ
び
開
催
日
程

⑹
そ
の
他

【
２
０
１
５
年
度 

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

　
　
　
　
　
活
動
計
画（
案
）主
な
取
り
組
み
】

⑴
全
労
済
認
知
度
拡
大
と
「
組
合
員
ア
ピ
ー

ル
運
動
」
の
展
開

⑵
重
点
共
済
の
設
定

　
「
住
ま
い
る
（
新
火
災
・
新
自
然
災
害
）

共
済
、
団
体
生
命
共
済
、
自
賠
責
共
済
、

マ
イ
カ
ー
共
済
」

⑶
提
案
型
推
進
活
動
の
展
開

⑷
大
規
模
災
害
等
に
備
え
た
取
り
組
み

⑸
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
の
さ
ら
な
る

定
着
と
共
済
事
業
の
拡
大

⑹
団
体
生
命
共
済
を
中
心
と
し
た
生
活
保

障
設
計
運
動
の
積
極
的
な
展
開

⑺
若
年
層
・
離
退
職
者
対
策

⑻
連
合
・
労
福
協
・
労
働
金
庫
等
と
の
協

同
に
よ
る
労
働
者
福
祉
活
動
の
強
化

⑼
全
労
済
指
定
整
備
工
場
鹿
児
島
（
県
協

議
会
・
共
済
代
理
店
）
と
の
連
携
強
化

⑽
共
済
代
理
店
チ
ャ
ネ
ル
の
取
り
組
み

【
日
時
】

　 

２
０
１
5
年
７
月
30
日
（
木
）

　 

13
時
30
分
よ
り
開
始

　
　
　
※
受
付
は
12
時
30
分
よ
り

　【場
所
】

 

　
マ
リ
ン
パ
レ
ス
か
ご
し
ま 

 

　
　
　
　
　
　
３
階
マ
リ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　（
鹿
児
島
市
与
次
郎
２
―
８
―
８
）

開催日 地　区
６月１６日 鹿児島
６月１８日 奄美（徳之島）
６月１９日 奄美（奄美）
６月２２日 北薩
７月１日 熊毛（屋久島）
７月２日 熊毛（種子島）
７月７日 南薩
７月８日 大隅
７月８日 姶良・伊佐（姶良）
７月９日 姶良・伊佐（伊佐）

鹿
児
島
県
労
済
生
協
第
60
回
通
常
総
代
会
・

第
６
回
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
代
表
者
会
議

開催案内

２
０
１
５
年
度

　
　
　
　

地
域
推
進
委
員
会

開催報告

下町議長による挨拶と進行
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2
0
1

5

年
度
は
６
名
の
方
を
表
彰
い
た
し
ま
し

た
。

鹿
児
島
県
協
議
会  

第
23
回
総
会

共
済
代
理
店
会  

第
２
回
総
会

　『
全
労
済
指
定
整
備
工
場
鹿
児
島
県
協

議
会
第
23
回
総
会
』『
全
労
済
鹿
児
島
県

自
動
車
分
解
整
備
事
業
者
共
済
代
理
店

会
第
２
回
総
会
』
を
２
０
１
５
年
６
月

30
日
（
火
）
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、協
議
会
・
代
理
店
会
そ
れ

ぞ
れ
の
２
０
１
４
年
度
活
動
報
告
、２
０

１
５
年
度
活
動
方
針
（
案
）
の
議
題
審

議
を
行
い
、各
議
案
と
も
満
場
一
致
で
承

認
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
表
彰
工
場

の
発
表
、代
理
店
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
表

彰
も
行
わ
れ
、２
０
１
５
年
度
目
標
達
成

に
向
け
て
、さ
ら
に
士
気
が
高
ま
り
ま
し

た
。

　
２
０
１
５
年
６
月
よ

り
、
全
労
済
ぐ
り
ん
ぼ

う
鹿
児
島
１
階
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
て
『
フ
ー
ド

バ
ン
ク
か
ご
し
ま
』
の

活
動
紹
介
ポ
ス
タ
ー
や

非
常
食
の
展
示
を
し
て

い
ま
す
。

　
災
害
発
生
の
多
い
昨

今
、
も
し
も
の
と
き
の

た
め
に
ご
自
宅
に
非
常

食
の
備
え
を
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　「
ぐ
り
ん
ぼ
う
」は
、し
ず
く（
水
滴
）

か
ら
生
ま
れ
た
妖
精
で
す
。
名
前
の

由
来
は
全
労
済
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ

ラ
ー
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
」
と
、協
同

組
合
を
象
徴
す
る「
虹（
レ
イ
ン
ボ
ウ
）」

を
組
み
合
わ
せ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
生
活
を
守
り
、豊
か
に
し
て

い
く
こ
と
が
使
命
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
ぐ
り
ん
ぼ
う
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
�

ぐりんぼう鹿児島

フードバンクの展示を
はじめました！！

～
み
な
さ
ま
か
ら
の
疑
問
に
お
答
え
～

　
　
　《
ぐ
り
ん
ぼ
う
》　
に
つ
い
て

全
労
済
指
定
整
備
工
場

開催報告

2014年度入庫促進全国表彰
【伸張率表彰】
優秀賞：ツタエ自動車【奄美地区】
敢闘賞：深水モータース【奄美地区】

2014年度全労済本部
共済代理店【自賠責共済】全国表彰
【伸張率表彰】
３位：㈲西之表自動車整備工場【熊毛地区】
４位：㈲福重モーターランド【鹿児島地区】
５位：㈱タイガーオート【鹿児島地区】
７位：深水モータース【奄美地区】

見事！ 全国の中で
表彰対象となった工場

代理店会  岩﨑会長（右）から表彰工場への
表彰の様子

展示の様子

　

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ぐ
り
ん
ぼ
う
」

に
つ
い
て
、
疑
問
の
声
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
今
回
そ
の
疑
問
に
お
答
え

し
ま
す
�

 

■全労済ぐりんぼう鹿児島

　　TEL　０１２０－０７０－４７７

　　　【平日】 9:00～18:00

　　　【土曜】10:00～16:00（日曜・祝日除く）

■全労済ぐりんぼう鹿屋

　　TEL　０１２０－０７０－４７７

　　　【平日】 9:00～17:00

　　　　　　　　（土・日曜・祝日除く）

■全労済ぐりんぼう奄美

　　TEL　０９９７－５３－６０３１

　　　【平日】 9:00～17:00

　　　　　　　　（土・日曜・祝日除く） http://www.zenrosai.coop

　ぐりんぼう 検索

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ぐ
り
ん
ぼ
う
」
の
由
来メーンキャラクター

「ぐりんぼう」

球根をモチーフにして
生まれた「めーでる」

どんぐりをモチーフに
して生まれた「ぴのん」

キャラクター
紹介
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臨床心理士　山藤奈穂子

　
Ｑ
　
夏
場
は
身
体
的

不
調
を
訴
え
る
人
が
増

え
ま
す
。
何
か
良
い
対

策
は
あ
り
ま
す
か
？

　
Ａ
　
自
分
の
体
が
訴

え
て
い
る
声
に
耳
を
澄

ま
せ
る
力
が
弱
い
人
が

い
ま
す
。
例
え
ば
、
腹

痛
や
頭
痛
、
風
邪
に
気

づ
く
こ
と
は
で
き
て

も
、そ
う
な
る
前
に「
同

じ
姿
勢
を
続
け
て
首
と

肩
が
こ
わ
ば
っ
て
い

る
。
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し

て
お
こ
う
」「
お
な
か

が
も
や
も
や
す
る
。
今

日
は
あ
ま
り
食
べ
な
い

ほ
う
が
い
い
」
と
、
体

が
発
信
し
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
受

け
止
め
ら
れ
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は

五
感
と
は
異
な
る
、
内
的
感
覚
、
内

臓
感
覚
と
も
い
え
る
も
の
で
、

適
切
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
情
報
を
受
け
取
る
力
が

上
が
り
ま
す
。

　
Ｑ
　
な
ぜ
、
こ
の
力
が
弱
い

人
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
Ａ
　
い
ま
の
働
き
ざ
か
り
の

世
代
は
学
生
の
こ
ろ
、
身
体
に

つ
い
て
の
科
学
的
知
識
よ
り
も

「
甘
え
る
な
�
」
と
い
う
根
性

論
の
ほ
う
が
優
勢
だ
っ
た
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
が
自

分
の
「
主
治
医
」
や
「
ス
ポ
ー

ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
」
と
な
っ
て
、

予
防
的
対
処
を
と
れ
れ
ば
、
体

調
不
良
に
な
る
前
に
手
を
打
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｑ
　
ど
う
す
れ
ば
予
防
力
が

向
上
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
Ａ
　
自
分
の
身
体
を
精
密
機

械
と
し
て
、
取
扱
説
明
書
を
頭

の
中
に
思
い
描
き
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
し
ま
す
。
例
え
ば
、「
暑

く
て
湿
度
が
高
い
か
ら
、
１
時

間
ご
と
に
麦
茶
を
飲
ん
で
お
こ

う
」
と
ケ
ア
し
ま
す
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
で
も
、「
こ
の

時
期
は
疲
れ
が
た
ま
り
や
す
い

か
ら
、
そ
れ
を
想
定
し
て
３
連

休
の
希
望
を
出
し
て
お
こ
う
」

と
、
体
を
や
さ
し
く
大
切
に
扱

い
ま
し
ょ
う
。

自分の体の訴えを聞く

ニュース・
ワード

自主夜間中学

機
関
で
不
登
校
に
な
っ
た
子
ど
も
な

ど
が
学
ん
で
い
ま
す
。
卒
業
後
も
中

卒
資
格
を
得
る
こ
と
は
で
き
ず
、
公

的
な
夜
間
中
学
の
増
設
を
望
む
声
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
当
面
代
替
施

設
と
し
て
の
役
割
は
続
く
と
み
ら
れ

ま
す
。

　

地
方
自
治
体
が
公
的
に
設

置
し
て
い
る
夜
間
中
学
と
は

別
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自

主
的
に
運
営
し
て
い
る
教
育

施
設
の
こ
と
で
す
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
で

は
、
公
的
な
夜
間
中
学
を
置

い
て
い
る
の
は
８
都
道
府
県

（
31
校
・
１
８
４
９
人
）だ
っ

た
の
に
対
し
、
自
主
夜
間
中

学
は
１
５
４
市
区
町
（
３
０

７
件
・
７
４
２
２
人
）
に
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
学
齢
期
に

生
活
困
窮
の
た
め
働
か
ざ
る
を
得

ず
、
読
み
書
き
を
学
べ
な
か
っ
た
高

齢
者
や
外
国
人
労
働
者
、
公
的
教
育

読
　
者

か
ら
の

声
　

192

　
定
年
ま
で
一
年
半
と
な
り
ま
し

た
。
60
歳
に
な
っ
て
も
年
金
は
ナ

シ
。
定
年
後
は
労
金
の
財
形
年
金

で
細
々
と
暮
ら
し
ま
す
。

（
肝
属
郡
・
男
性
）

　
桜
島
の
降
灰
に
悩
ま
さ
れ
る
時

季
に
な
り
ま
し
た
。
降
雨
と
重
な

る
と
大
変
で
す
ね
。
し
か
し
垂
水
方

面
の
方
々
の
ご
苦
労
を
思
う
と
ガ
マ

ン
し
ま
し
ょ
う
か
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　「
カ
ン
ボ
ジ
ア
寺
子
屋
訪
問
レ
ポ
ー

ト
」
を
読
ん
で
、
日
本
で
は
全
て
の

子
ど
も
た
ち
が
平
等
に
学
べ
る
事
が

あ
た
り
ま
え
に
な
り
、
有
難
み
を
感

じ
て
い
な
い
子
ど
も
が
多
い
中
、将
来

の
夢
に
向
か
っ
て
通
学
し
て
い
る
と

の
レ
ポ
ー
ト
に
感
銘
し
ま
し
た
。
長

く
つ
ら
い
時
代
か
ら
早
く
復
興
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
記
事
の
中
の
「
あ
な
た
の
こ
こ
ろ

大
丈
夫
？
」
を
毎
回
楽
し
み
に
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
自
分
の
考

え
方
、
感
じ
方
ひ
と
つ
で
周
り
の

景
色
も
輝
い
て
見
え
た
り
、
く
す

ん
で
見
え
た
り
…
。
自
分
の
力
を

信
じ
て
日
々
楽
し
ん
で
生
き
た
い

で
す
。
　
　
　（
指
宿
市
・
女
性
）

　
組
合
情
報
と
か
ほ
か
の
文
書
等

は
回
っ
て
く
る
の
に
、「
か
ご
し

ま
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
」
は
回
っ

て
き
ま
せ
ん
。
お
か
し
い
と
思
っ

て
い
た
ら
、
回
覧
担
当
が
「
ろ
う

ふ
く
き
ょ
う
ク
イ
ズ
」
を
解
こ
う

と
挑
戦
中
で
し
た
。
ど
う
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
回
覧
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

（
編
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
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第
29
回
労
福
協
・
ろ
う
き
ん
杯

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

２
０
１
５
年
６
月
13
日
（
土
）
に
、

奄
美
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
会
員
の
健
康
増

進
と
勤
労
者
福
祉
運
動
の
前
進
に

向
け
て
親
睦
を
目
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
当
日
は
、
海
を
隔
て
た

喜
界
島
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
９

チ
ー
ム
36
名
が
プ
レ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
集

ま
っ
た
２
４
，
７
５
７
円
は
、
労

福
協
が
取
り
組
ん
で
い
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
支

援
と
し
て
寄
付
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。

団
体
の
部

優
　
勝
：
瀬
戸
内
町
職
労
Ａ

準
優
勝
：
龍
郷
町
職
労

３
　
位
：
喜
界
町
職
労

　
総
会
に
は
９
会
員
生
協
か
ら
27

名
の
代
議
員
が
出
席
。
来
賓
の
鹿

児
島
県
消
費
者
行
政
推
進
室
の

川
崎
室
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ご
し
ま
の
森
理

事
長
、
鹿
児
島
県
労
福
協
の
畑
中

専
務
理
事
、
日
本
生
協
連
九
州
地

連
の
岡
出
事
務
局
長
に
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
議
案
は
、
第
１
号
議
案
２

０
１
４
年
度
活
動
報
告
・
事
業
報

告
、
決
算
及
び
損
失
処
理
案
承
認

の
件
監
査
報
告
、
第
２
号
議
案
２

０
１
５
年
度
活
動
方
針
及
び
予
算

承
認
の
件
、
第
３
号
議
案
第
19
期

役
員
選
任
の
件
、
全
て
の
議
案
を

全
会
一
致
に
て
原
案
通
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
三
役
体
制
は
以
下
の
通
り
で

す
。

会
長
（
代
表
理
事
）：
松
薗
孝
夫
、

副
会
長
：
水
谷
吉
伸
、
副
会
長
： 

小
濱
久
則
、
専
務
理
事
（
代
表
理

事
）：
野
元
龍
二

労
福
協
・
ろ
う
き
ん
杯

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

奄
美
地
域
労
福
協

第
33
回
通
常
総
会
を
開
催

鹿
児
島
県
生
協
連

　
鹿
児
島
県
生
協
連
は
、
第
33
回

通
常
総
会
を
６
月
10
日
、
鹿
児
島

市
で
開
催
し
ま
し
た
。

者
福
祉
協
議
会
の
畑
中
和
広
専
務

理
事
か
ら
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
平
成
26
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
平
成
27

年
度
事
業
計
画
・
予
算
（
案
）、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
消
費
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ご
し
ま
へ
の
加

入
な
ど
の
議
案
６
件
が
全
て
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
部
役
員
の
辞
任
に
伴

う
役
員
補
欠
選
挙
が
あ
り
、
こ
の

あ
と
開
催
さ
れ
た
第
１
回
理
事
会

の
結
果
、
三
役
体
制
は
次
の
通
り

と
な
り
ま
し
た
。

理 

事 

長
：
前
原
　
浩
一

副
理
事
長
：
下
出
水
　
章

副
理
事
長
：
田
中
　
義
久

副
理
事
長
：
渡
邊
　
由
美
子

専
務
理
事
：
小
濱
　
久
則

県
職
員
生
協
も
総
代
会

鹿
児
島
県
職
員
生
活
協
同
組
合

　
鹿
児
島
県
職
員
生
活
協
同
組
合

は
平
成
27
年
度
通
常
総
代
会
を
総

代
・
役
員
等
約
80
名
の
出
席
に
よ

り
、
６
月
24
日
開
催
し
ま
し
た
。

　
来
賓
の
県
職
員
労
働
組
合
の
田

中
義
久
執
行
委
員
長
及
び
県
労
働

・奄美地域チャリティーゴルフ	 24,757円
・　  〃 　定期総会	  5,278円

■振込先
　金融機関　九州労働金庫鹿児島南支店
　口座№　　１５８８７６６
　口座名義　一般社団法人
　　　　　　鹿児島県労働者福祉協議会

カンボジア子ども教育支援
カンパ 継続中

各
地
域
労
福
協

総
会
を
開
催

　
７
地
域
の
う
ち
４
地
域
で
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
22
日
に
北
薩
地
域
労
福
協
、
大

隅
地
域
労
福
協
で
開
催
予
定
で

す
。

地　域　名 開催日 時　間 場　　所

鹿児島地域労福協 ６月26日 18：30～ 山形屋３階ぐるめ館

奄美地域労福協 ６月26日 18：30～ 労金大島支店

熊毛地域労福協 ７月３日 18：30～ 労金種子島支店

姶良伊佐地域労福協 ７月10日 18：00～ 舞鶴館

北薩地域労福協 ７月22日（予定） 18：45～ 労金川内支店

大隅地域労福協 ７月22日（予定） 18：30～ ホテル大蔵

南薩地域労福協 調整中 未定 未定
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
５
年
８
月
７
日
必

着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00
　64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三
　
鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
６
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

75
通
で
、
74
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「ナマ（生）ビール」

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
甲
子
園
め
ざ
し
て
闘
い
ま
す

７
　�
味
わ
い
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん

８
　�

…
…
い
い
か
い
？

９
　�

福
島
県
が
生
ん
だ
偉
人
で
す

11
　�

バ
ス
の
中
に
本
棚
を
並
べ

ま
し
た
。
…
…
図
書
館

13
　
主
君
の
こ
と
で
す

15
　�

オ
ー
プ
ン
…
…
、パ
ト
…
…

16
　�

パ
ピ
ル
ス
が
ル
ー
ツ
で
す

17
　�

立
秋
を
過
ぎ
て
か
ら
出
し

ま
す

21
　�「
…
…
よ
り
始
め
よ
」。
物

事
は
言
い
出
し
た
人
か
ら

ま
ず
は
じ
め
よ
う
と
い
う

意
味
で
す

22
　�

パ
ン
、マ
ス
ク
と
言
え
ば

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　�

国
土
交
通
相
が
設
置
す
る

…
…
公
園
は
全
国
に
17
あ

り
ま
す

２
　�

強
い
感
動
を
与
え
る
こ
と
。

胸
を
…
…

３
　�

き
き
目

４
　�「
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
」
と
い

う
意
味
も
あ
り
ま
す

５
　�

西
岸
良
平
の
名
作
で
す
。

「
三
丁
目
の
…
…
」

６
　
土
地
の
こ
と
で
す

10
　�
電
気
が
流
れ
る
道

12
　�

今
話
題
の
無
人
機

14
　�

他
人
の
話
を
聞
い
て
物
知

り
に
な
る
こ
と
。
…
…
学
問

15
　�

日
本
は
環
太
平
洋
…
…
帯

の
上
に
あ
る
、
地
震
国
で

す

18
　�

奈
良
公
園
と
言
え
ば

19
　�

船
…
…
、ほ
ろ
…
…

20
　�

ビ
ー
ン
ズ
で
す

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
迫
田
　
弘
昭
　
　
森
　
　
徳
子

　
久
留
　
義
孝
　
　
川
上
美
香
代

　
冷
水
　
幸
二
　
　
永
江
久
美
子

　
永
井
　
誠
二
　
　
鮫
島
　
義
幸

　
山
内
　
　
央
　
　
小
屋
恵
美
子

　
村
山
　
　
睦
　
　
原
口
　
悦
子

　
駿
河
﨑
哲
郎
　
　
上
之
原
美
穂

　
佐
々
木
　
学
　
　
三
島
　
早
紀

　
上
野
　
文
人
　
　
山
下
　
聖
美

　
吉
永
　
圭
太
　
　
加
藤
ひ
ろ
子

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.roukin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

(旧)鹿児島県労働金庫 創立60周年記念講演会
ご 案 内

テーマ
「明治維新と産業革命」
　講師　原口　泉　氏
　　(鹿児島県立図書館館長、
　　　　　　　　志學館大学学長)

日時：平成27年９月５日（土）
　　　　９時30分受付　10時～11時30分
会場：鹿児島市民文化ホール　市民ホール
　　　　鹿児島市与次郎２丁目３番１号
対象：鹿児島県本部の会員・家族
　　　先着200名様　(入場無料)

　お申し込みは、鹿児島県本部業務推進課に電話、FAX
　　　　　　　　　　またはメールでお申し込みください。

TEL.099-225-2217　　FAX.099-224-5319
　　　　メールアドレス　kag_honbu@kyusyu‐rokin.jp

申し込み締め切りは８月28日（金）とさせていただきます。

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。


